
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 時：１０月 ３０日（土） 

     開場１３：００ ／ 開演１３：３０ 

 場 所：橋本地区公民館（商工会館２階） 

 参加費：無料 

 定 員：３０名（先着順）※事前に申込みが必要です。 

 主 催：橋本地区公民館 

 後 援：橋本市人権啓発推進委員会橋本地区会 

 

 

 

 

 

講師：落語家 桂 三扇 
 

 

      
 

 

女流落語家であったために仕事先で受けた嫌

な思いや、師匠の付き人時代の苦労話。また男

性の付き人が多い中で、女性としての体格のハ

ンデは仕方がないが、師匠が何を思っているの

か。その人を思いやることで、その人の思いを

理解できる。など、体験談や兄弟子から教えら

れた事を話していただけます。 

 

  かつら   さんせん    

～プロフィール～ 

昭和 45年生まれ、京都府福知山市出身。甲南女子大学在学中に桂三枝に入門。 

上方では、露の都、桂あやめに次いで三番目の女流落語家。２児の母。 

キャッチフレーズは「小さな体で大きな仕事」。 
 

 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、講演会は中止、もしくは延期になる場合があります。 

※コロナウイルス感染防止の為、来館前に検温（熱が 37.0度以上、又は平熱より 1度以上高い場合

は来館を控えてください）とマスクの着用をお願します。 

 

 

 


